
「withコロナ」時代の町会活動を支援するＩＣＴ活用研修
町会・自治会の新しい運営方法を考える

研修で学んだ内容

受講者アンケート

・通信アプリ（LINE など）
　役員間の連絡やイベント、情報発信などで活用。
・オンライン会議アプリ（ZOOM）
　パソコンやスマホを使い、集会所や自宅から
　会議やイベントを開催。
・QR コード
　チラシや冊子に印字されたQR コードから
　オンラインの情報に誘導し、アクセスが
　簡単に。

研修後のアンケートを行ったところ、約７割の方が「良く理解
できた」「大変良かった」と回答されました。

【受講者の声】
・町会でICT を活用できるよう広げていきたい。
・LINEを有効的に使用していきたいと感じた。
・今後もこのような研修を実施してほしい。
・基礎から参加できたので、理解度が深まった。

　コロナ禍により、町会・自治会活動の自粛や縮小を余儀なくされている中でも、町会活動を継続するため、
町会運営に関わる人を対象に、スマートフォン(スマホ)の操作やLINE等、町会活動に活用できるICT(※)の
活用術を学ぶ研修が八尾市の主催で開催され、延べ146人の方が参加されました。役員間の連絡や町会内
の情報発信など、今後の運営にＩＣＴを活用することで、利便性の向上だけでなく、つながりの維持にも
役立つことを知る貴重な機会となりました。 ※ICT…インターネットを用いた情報通信

うるおい広報委員会
山中委員長

(八尾市自治振興委員会副会長)

チャレンジしたら
意外と簡単でした！
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市内の町会・自治会活動のICT活用事例市内の町会・自治会活動のICT活用事例

市政懇談会を行いました市政懇談会を行いました

『ホームページ・LINE WORKSを活用した運営』(久宝寺地区 高砂自治会)

防犯灯のあり方について意見交換

うるおい広報委員会
傍嶋委員

高砂自治会
三辻会長

町会運営のデジタル化を積極的に進め、様々な工夫・取り組みを行っている町会が
あります。今回は、うるおい広報委員会の傍嶋委員が、町会独自のホームページや
LINE用いた取り組みを行っている久宝寺地区の高砂自治会の三辻会長にインタビュー
を行いましたので、その内容をご紹介します。

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度、３年度ともに開催を見送った市政懇談会でしたが、
今年度は感染症対策を講じ、３年ぶりの開催となりました。「防犯灯の運営等について」をテーマに、市長、
幹事間で意見交換を行いました。

これまで・・・
　町会内の連絡手段は、ホームページに
　会議やイベント等の連絡事項を掲載し、
　町会員は各自確認。
(連絡手段の見直し)
会議の出席率の増加と、連絡体制の円滑化
を図るため、新しい連絡手段の導入を検討。

町会員に使ってもらうためには、複雑で使い慣
れていない媒体は浸透しにくい
　⇒多くの人が利用している、「LINE」と
　同様の機能である「LINE WORKS」を
　導入した。
(導入の効果)
・全町会員への瞬時の情報伝達
・会議の出席率UP
・災害時の連絡体制の整備

スマホ等の機器が苦手な高齢者も多いため、集会所で班長
の中から若い方を中心に、すべての班長が機能を使えるよ
う、対面によるLINE WORKSの勉強会を実施。
⇒使い方を覚えてもらえたことで連絡が円滑にできるよう
　になった。
・副次的な効果として、地域でのつながりを強化すること
  もできている。

私は「デジタル推進はアナログ推進から」だと考えている。
例えば、対面で集まる機会等でアナログとデジタルの両
面から、より良い町会作りを考え、将来的には加入者全員
にLINEグループに参加していただくことを目標にしてが
んばりたいと思っている。(非営利団体として登録し、最
大1,000名まで無料)

とても嬉しいことで、みなさん反応が良く、特に高齢者に
「便利になった」と、満足のお声をたくさんいただいた。

インタビューの様子

Q. 町会運営のデジタル化を行った経緯

Q.LINE WORKS 導入の際、どんな工夫をされたか

Q. どのようなデジタルの取組をされたか

Q. 町会員の反応はどうだったか

Q. 今後の活動について考えていることはあるか

高砂自治会 三辻会長

久宝寺高砂自治会ホームページ
https://takasago2017.official.jp/

高砂自治会はホームページで情報
発信を行っています。

皆さん是非ご覧ください。

市長のご挨拶 意見交換の様子

進行を務める山中副会長

防犯灯についての地域
の困りごとなどを市長
にお伝えしました

懇談会後⽇…

自 治 振 興 委 員 会 が 独 自 に 行 っ た
「防犯灯運営についてのアンケート」
の結果で、電気料金の補助金増額の
要望が最も多かったことを市長へ
報告しました。

電気料金が上がり続ける中、
切なる願いが受け入れられ、早速、
今年度の電気料金の補助金額の
増額が実現しました。

― 2 ―

第76号 う る お い 令和5年３月20日



知っていましたか？こんなことも町会活動なんです！知っていましたか？こんなことも町会活動なんです！

町会・自治会ってどんな活動しているの？

地域清掃活動 各種文書の回覧

　「遠くの親戚より近くの他人」そんなことわざがあるように、いざというときに隣近所の方々は頼
れる存在です。そしてそんな頼もしい隣近所の方々で構成されているのが「町会・自治会」です。
　では、町会活動って実際何をしているかご存じでしょうか？皆さんが知っているようで、実はあま
り知られていない町会活動をご紹介いたします。

≪高安西地区の事例≫

コロナ禍前

コロナ禍

うるおい第 73 号
（令和２年３月 20 ⽇発行）

うるおい第 74 号
（令和 3 年 2 月 20 ⽇発行）

うるおい第 75 号
（令和 4 年 3 月 20 ⽇発行）

これまで４回に渡ってシリーズでお届けしてきました「町会・自治会ってどんな活動しているの？」
は、今回が最終回となります。町会加入促進活動や広報板の管理、災害救護活動等の、さまざまな
活動を紹介してきました。バックナンバーは下記ＱＲコードからぜひご覧ください。

地域清掃の様子

コロナ禍でも、清掃場所によって
時間をずらしたり、人を分散させ
るなどの工夫をしている町会もあ
ります。

回覧板を使って、市の情報や、地域の情報
を、地域で共有をしています。
最近は、町会活動のＩＣＴ化が進み、スマホ
やパソコンなど、アプリを活用し、情報共有
を行う町会もあります。

地域の情報発信の工夫や取り組み事例を募
集します。ご応募いただいた取り組みは、
今後の広報物等で紹介します。皆さんの
ご応募お待ちしております。

【応募先】〒 581-0003 八尾市本町１- １- １市役所本館３階
　　　　 八尾市自治振興委員会事務局
　　　　 （八尾市コミュニティ政策推進課内）
　　　　 TEL：072-924-3827/FAX：072-992-1021
　　　　 メール：com-suishin@city.yao.osaka.jp
　　　　 ※応募様式は問いません

【応募期限】令和５年５月 31 ⽇まで ( 必着 )

大募集！地域の情報発信の工夫について

回覧板

回覧も色んな手法
があるんだね

うるおい広報委員会
田中副委員長

みんなのまちを
みんなできれいに！

うるおい広報委員会
梅原副委員長
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八尾市民憲章
わたくしたち八尾市民は
　　1.  若い力をそだてましょう
　　1.  あたたかい心でまじわりましょう
　　1.  みどりのまちをつくりましょう
　　1.  文化財をたいせつにしましょう
　　1.  働くよろこびに生きましょう

やお安全安心憲章
1. 市民一人ひとりが防災・防犯意識を高めましょう。
1. ひとを思いやるやさしさを持ち、

共に助け合う地域をつくりましょう。
1. 豊かな地域活動をはぐくみ、災害や

犯罪に強いまちづくりを進めましょう。
1. 未来を担う子どもたちを犯罪から守りましょう。
1. 社会のルールを守り、地域の和を尊重しましょう。

編
集
委
員
の
紹
介

【うるおい広報委員会】
〇委 員 長：山中　あや子（用和地区）
〇副委員長：田中　秀宙（高安西地区）・梅原　和昭（山本地区）
本田　静夫（八尾地区）　　笠谷　知枝子（用和地区）　加藤　誠司（龍華地区）
傍嶋　良享（久宝寺）　　　𠮷井　正博（大正北地区）　早川　雪信（西郡地区）　
井藤　昌浩（南高安地区）　馬谷　勝美（南高安地区）   竹本　弘子（赤十字奉仕団婦人部）

これまでご協力いただいた義援金のご報告
（令和４年９月30⽇受付終了）

ご協力をいただいた義援金は⽇本赤十字社を通じて、
被害状況に応じて按分され、各被災県に設置された義
援金配分委員会を通じ、全額を被災された皆様にお届
けいたします。

・令和２年７月豪雨災害義援金　　　
374,123円

令和４年度に町会などを通じてご協力いただきました
赤十字活動資金は、下記のとおりとなりました。
 赤十字活動資金
　合計14,430,356円（令和４年12月31⽇現在）
寄せられた赤十字活動資金は、⽇本赤十字社が行う
地域福祉や災害救護、防災活動等に役立てられます。
　今後も、⽇赤活動へのご理解とご協力をお願します。

赤十字活動資金ご協力のお礼とご報告
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